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成果の概要

(必要に応じてページを加えて下さい。)
最近の観測からM83の銀河中心領域に double nucleusがあることが示唆されている。

ひとつは銀河中心にあり、もう片方は銀河中心から離れた場所にあることから、もう片方
はmergerしてきた矮小銀河の nucleusと考えられている。また、その周りの特徴的なガ
ス運動や星形成領域はこれらの double nucleusが引き起こしていると考えられている。し
かしながら、こうしたことは未だによく理解されていないため、理論的に double nucleus
の影響を調べることは大変重要である。
そこで我々は、double nucleusが周りのガスにどのような影響を与えるかを理論的に調
べ、それと観測を比較した。我々の以前の研究から、銀河中心に巨大ブラックホールが２
体あると、ガスダイナミクスが大きく影響を受け、スターバーストが起こることが示さ
れている (Matsui et al. 2006)。M83の場合においても、ひとつの nucleusが銀河中心の
nucleusに落ちる過程でガスダイナミクスに大きく影響を与えることが期待される。そこ
で我々は、高分解能Tree+SPH +N-bodyシミュレーションをおこない、このような場合
に、銀河にどのような影響を与えるのかを調べた。
我々のシミュレーション結果から、ひとつの nucleusが銀河中心に落ちる過程で、M83

の銀河中心で観測されている arc状のスターバースト領域が形成される可能性があること
がわかった。また、この arc状のスターバーストの規模は nucleusの質量によって異なる
ことがわかった。また、我々の計算から得られた p-v図は、double nucleusがないときと
大きく異なり、観測から得られた p-v図と非常に似ていることがわかった。以上のことか
ら我々は、M83の銀河中心に double nucleusがあると、それらが周りのガスダイナミク
スや星形成に大きく影響を与え、観測されているそのまわりの特徴をうまく説明できる可
能性があることを示した。


